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よ
り
良
い
鳥
栖
に

　
　 

わ
く
わ
く
宣
言
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予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
事
業  
１
０
０
９
万
９
千
円

　

事
前
予
約
で
専
用
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
に　

令
和
７
年
度
秋
頃
運
行
開
始　

【
西
依
（
質
問
）】※
１　

■
事
業
導
入
の
効
果
は
。
ま
た
、
高
齢
者

福
祉
乗
車
券
は
利
用
で
き
る
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
路
線
バ
ス

や
ミ
ニ
バ
ス
と
い
っ
た
定
時
定
路
線
型
の

乗
り
物
と
異
な
り
、
決
ま
っ
た
運
行
ル
ー

ト
や
時
刻
表
を
持
た
ず
、
予
約
に
応
じ
て

最
適
ル
ー
ト
を
運
行
す
る
交
通
サ
ー
ビ
ス

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

決
ま
っ
た
運
行
ル
ー

ト
を
持
た
な
い
た
め
、

免
許
返
納
者
な
ど
ご
自

身
で
の
移
動
が
難
し
い

方
や
、
駅
や
バ
ス
停
か

ら
離
れ
た
地
域
の
方
な

ど
も
利
用
し
や
す
い
移

動
手
段
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
乗
車
券

の
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
の
社
会
的

活
動
や
外
出
支
援
の
た

め
、
路
線
バ
ス
や
ミ
ニ

バ
ス
の
運
賃
助
成
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

も
同
様
に
助
成
対
象
と

な
る
よ
う
庁
内
の
関
係

【
西
依
（
質
問
）】※
３　

■
国
土
交
通
省
・
今
町
線
道
路
改
良
事
業

に
つ
い
て
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
国
道

34
号
線
と
の
接
続
す
る
交
差
点
形
状
を
変

更
す
る
理
由
、
事
業
完
了
目
標
年
度
、
概

算
事
業
費
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
令
和
５
年
度
に
計
画
幅
員
や
道
路
線
形

な
ど
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
令
和
６
年

度
は
、
道
路
の
詳
細
に
つ
い
て
調
査
・
設

計
を
進
め
、
令
和
７
年
度
は
、
家
屋
等
の

物
件
調
査
や
用
地
取
得
な
ど
を
予
定
。

　

交
差
点
形
状
の
変
更
理
由
に
つ
い
て
で

す
が
、
道
路
整
備
の
指
針
で
あ
る
道
路
構

造
令
に
よ
る
と
交
差
角
は
直
角
か
ら
７
５

度
の
範
囲
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
形
状
の

変
更
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

目
標
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
基

に
「
１
０
年
程
度
」
と
考
え
て
お
り
、
概

算
事
業
費
は
「
１
４
億
円
程
度
」
を
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
西
依
（
質
問
）】※
２　

■
鳥
栖
駅
周
辺
短
期
施
策
検
討
業
務
委
託

料
の
委
託
先
、
委
託
期
間
、
契
約
方
法
は
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
委
託
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
専
門
的
な

知
識
及
び
技
術
を
備
え
た
業
者
に
対
し
て

令
和
７
年
度
内
を
委
託
期
間
と
し
た
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
業
務
発
注
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
栖

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
賑
わ
い

施
設
な
ど
の
概
略
検
討
の
他
に
鳥
栖
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鳥
栖
駅
周
辺
短
期
施
策

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討

【主な歳入】
市税　個人市民税　　　　　　　　39 億 9000 万円
　　　法人市民税  　　 　　　15 億 7100 万円
固定資産税   　　　71 億 1600 万円
地方消費税交付金　 　　　19 億 5000 万円
地方交付税                                  14 億 5000 万円

【主な歳出】
地域おこし協力隊支援事業　　　　　　 1116 万円
鳥栖駅東賑わい創出事業　　　　　　　 1000 万円
鳥栖・ツァイツ子ども交流事業  　 581 万円
若葉まちづくり推進センター改修事業     5800 万円
新庁舎整備事業　　　　　　　　　  1 億 8527 万円
子どもの医療費助成事業　　　　　  3 億 8692 万円
救急医療対策費        5189 万円
旧ごみ焼却施設解体等　　　　　　 11 億 1552 万円
企業立地等奨励金　       4172 万円
ふるさと「とす」応援寄附金事業 　 2 億 1228 万円
田代大官町・萱方線等道路改良事業  1 億 5311 万円
国土交通省・今町線道路改良事業※3      7971 万円

【主な歳出】
道路維持・舗装費                          4 億 5091 万円
交通安全施設整備事業　                       5433 万円
河川浚渫改良事業　                       2 億 2636 万円
立地適正化計画策定事業　　　　　　　　998 万円
市民公園整備事業　　　　　　　　  　　8334 万円
鳥栖駅周辺整備事業※2　  　　　        　4083 万円
地域公共交通確保維持改善事業　     2967 万円
予約型乗合タクシー実証運行事業 ※1　　1009 万円
地方バス路線維持費補助金 　     6782 万円
防災備蓄事業 　                                   5707 万円
防災井戸整備事業                    8021 万円
水泳授業の民間委託検証事業     5328 万円
旭小学校大規模改造事業 　    　       8 億 3616 万円
特別支援教育支援員配置事業         　1 億 2496 万円
学校給食費臨時支援事業                  4 億 2467 万円
多子世帯学校給食費助成事業　      4101 万円
放課後児童クラブ整備事業               1 億 3623 万円
勝尾城筑紫氏遺跡保存整備事業※　　　   1519 万円
市民文化会館改修事業　                  1 億 6465 万円
サガン鳥栖支援事業　     　　　　　 　   6114 万円
体育施設改修事業　 　　　　　　     6 億 1352 万円

【主な条例等】
子どもの医療費の助成に関する条例の一部を 改正する
条例・鳥栖スタジアム条例の一部を 改正する条例

鳥栖市議会　新風クラブ

議会報告会・意見交換会

令和7年5月18日（日）
１４：００～

田代まちづくり推進センター
参加議員

藤田昌隆・伊藤克也・西依義規・和田晴美

部
署
と
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

【
現
在
の
課
題
】

■
市
内
を
循
環
す
る
ミ
ニ
バ
ス
は
、
鳥
栖
・

旭
地
区
が
月
・
水
・
金
、
田
代
・
基
里
地
区

が
火
・
木
・
土
で
、
毎
日
運
行
を
望
む
声
が

あ
る
。
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
エ
リ
ア
も
存
在

し
、
ミ
ニ
バ
ス
運
行
を
求
め
る
声
も
あ
る
。

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
そ
う
し
た
声

に
応
え
る
交
通
手
段
と
な
る
か
。

皆
さ
ま
の
声
を

　

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！

都
市
広
場
西
側

（
鳥
栖
駅
東
）

　

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
創
出
事
業

【
事
業
目
的
】

■
鳥
栖
駅
東
側
に
新
た
な
人
流
を
生
み
出

す
と
共
に
、
抜
群
の
立
地
環
境
に
あ
り
、

市
の
交
流
拠
点
と
し
て
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
つ
都
市
広
場
の
さ
ら
な
る
活

用
を
図
り
、
市
内
で
不
足
し
て
い
る
オ

フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
当
該
地
の
一
部
を
貸
し
付
け
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
建
築
す
る
事
業
者
を
公

募
す
る
も
の
。

【
計
画
の
概
要
】

■
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
事
業
者

選
定
に
つ
い
て
令
和
６
年
に
実
施
し
た
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果
、
参

加
事
業
者
よ
り
新
築
で
の
整
備
が
可
能
と

の
回
答
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、
都
市
広
場
西
側

に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
創
出
事
業

の
事
業
者
選
定
を
実
施
す
る
。

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
５
月
中
旬
を
目
途
に
開
始
し
、

夏
ご
ろ
に
優
先
交
渉
権
者
の
確
定
及
び
基

本
協
定
の
締
結
を
目
指
す
。

●
敷
地
面
積　

３
５
０
０
㎡
・
宅
地

●
建
ぺ
い
率　

８
０
％

●
容
積
率　
　

４
０
０
％

●
事
業
用
定
期
借
地　

３
０
年
間

今回公募される借地予定地（サンメッセ鳥栖西側）

西依よしき

公式ＨＰ

これまでの活動報告が
ご覧いただけます。

国
土
交
通
省

・
今
町
線

　

令
和
14
年
度
を
目
標
に
整
備
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３
月
議
会
一
般
質
問

【
西
依
（
質
問
）】

■
総
務
省
の
「
地
方
公
務
員
の
退
職
状
況

等
調
査
」
に
よ
る
と
、
30
歳
未
満
の
自
己

都
合
退
職
者
数
は
、
平
成
25
年
度
の
１
５

６
４
名
か
ら
、
令
和
４
年
度
に
は
４
２
４

４
名
と
な
り
、
10
年
で
約
2.7
倍
に
急
増
し

て
い
る
。
鳥
栖
市
の
状
況
と
対
策
は
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
若
手
職
員
が
離
職
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

新
規
採
用
職
員
が
早
期
に
職
場
環
境
に
適

応
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
を
導
入
し
た
り
、
カ
ス
タ
マ
ー

河内ダム拠点整備プロジェクト（案）

葛
籠
城
整
備
案
を
示
す
改
訂
に

【
西
依
（
質
問
）】

■
体
験
学
習
等
を
提
供
で
き
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
の
設
置
検
討
の
時
期
を
早
め
る
よ

う
に
改
訂
し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
の
情
報
提
供
や
体

験
学
習
等
を
行
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
史
跡
整
備
基
本
計

画
で
も
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

育
休
で
遅
れ
る
等
の
課
題
解
決
で

　

女
性
職
員
の
活
躍
推
進
を

治
大
学
な
ど
の
長
期
間
の
研
修
へ
の
派
遣

に
つ
い
て
も
、
女
性
職
員
が
参
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。

地
方
公
務
員
の
離
職
率
増
加

　

鳥
栖
市
の
状
況
と
対
策
は

鳥
栖
市
役
所
の
組
織

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て

【
西
依
（
質
問
）】

■
史
跡
整
備
基
本
計
画
を
ど
の
よ
う
に
改

訂
し
て
い
く
の
か
。
葛
籠
城
跡
地
区
の
整

備
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
整
備
し
て

い
っ
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
史
跡
整
備
基
本
計
画
は
、
史
跡
の
保
存

な
ら
び
に
活
用
の
た
め
の
整
備
指
針
を
示

す
目
的
で
、
平
成
２
４
年
度
に
策
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、整
備
す
る
地
区
を
「
短

期
」「
中
期
」「
長
期
」
の
３
地
区
に
分
け
、

そ
の
う
ち
の
短
期
整
備
計
画
に
あ
た
る
史

跡
の
公
有
地
化
及
び
葛
籠
城
跡
地
区
の
整

備
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
２
５
年
度

か
ら
史
跡
の
公
有
地
化
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
現
状
で
は
整
備
地
区
の
一
部

の
公
有
地
化
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
策
定
か
ら
１
０
年
以
上
経
過
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
現
在
の
計
画
を
踏

襲
し
つ
つ
、
葛
籠
城
跡
地
区
の
保
存
と
活

用
を
図
る
た
め
、
様
々
な
課
題
を
整
理
し
、

整
備
案
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
改
訂

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

築
城
当
時
の
姿
に
戻
す
整
備
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
組
織
的
・
統
一

的
に
対
応
す
る
た
め
研
修
の
実
施
し
た
り

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
性
の
向
上

に
係
る
自
己
啓
発
の
へ
の
支
援
と
し
て
、

資
格
取
得
助
成
な
ど
も
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡

　

史
跡
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

【
西
依
（
質
問
）】

■
葛
龍
城
跡
地
区
に
つ
い
て
、
外
観
か
ら

全
容
が
分
か
る
よ
う
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
人
工
林
の
伐
採
を
行
う
よ
う
に
改
訂

し
て
は
ど
う
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
は
戦
国
時
代
の
山

城
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
土
を
盛

る
な
ど
立
体
的
な
構
造
を
も
つ
遺
跡
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
伐
採
の
進
め
方
に
よ
っ
て

は
直
接
、
雨
風
に
触
れ
る
こ
と
で
、
遺
跡

が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
日
光
が
直
接
あ
た
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
草
な
ど
茂
っ
て
し
ま
い
、
環
境

を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

葛籠城跡地区の空堀

【
西
依
（
提
案
）】

■
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
で
は
な
く
、
生
駒
市

等
で
導
入
さ
れ
て
い
る
、
同
じ
所
属
に

な
っ
た
こ
と
の
な
い
他
部
署
の
先
輩
、
ま

た
は
上
司
を
メ
ン
タ
ー
と
し
て
指
名
し
、

相
談
し
た
り
助
言
を
受
け
た
り
す
る
「
ク

ロ
ス
メ
ン
タ
ー
制
度
」
の
導
入
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
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鳥栖市 自己都合退職者数
（定年・勧奨除く）

【
西
依
（
質
問
）】

■
総
務
省
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
女

性
職
員
の
活
躍
推
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
女
性
職
員
の
活
躍
を

推
進
す
る
上
で
の
課
題
は
、

●「
自
ら
管
理
職
を
希
望
す
る
・
管
理
職

候
補
と
な
る
女
性
職
員
が
少
な
い
」●「
育

児
休
業
等
に
よ
り
、
昇
任
や
昇
格
の
ペ
ー

ス
に
遅
れ
が
生
じ
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
き

な
い
」●「
男
性
職
員
の
休
暇
・
休
業
取
得

や
育
児
参
加
が
進
ま
な
い
」
等
が
あ
が
っ

て
い
る
。

　

鳥
栖
市
の
令
和
６
年
度
の
管
理
職
は
61

人
中
７
人
で
11
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
役
所
は
、
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
組
織

な
の
か
、
ま
た
育
児
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
な
の
か
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
育
児
休
業
取
得
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、

女
性
職
員
に
お
い
て
は
１
０
０
％
、
男
性

職
員
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
の

育
児
休
業
取
得
率
は
５
０
％
、
出
産
補
助

休
暇
の
取
得
率
は
９
０
％
と
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
人
が

活
躍
し
や
す
い
組
織
、
育
児
と
キ
ャ
リ
ア

が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。　

　

な
お
、
性
別
に
関
係
な
く
、
研
修
等
を

受
け
る
機
会
を
平
等
に
与
え
て
お
り
、
自

計
画
策
定
は
コ
ン
サ
ル
任
せ
か
ら

　

職
員
が
作
る
人
材
育
成
型
に

【
西
依
（
質
問
）】

■
計
画
策
定
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
発
注
率

が
高
い
が
、
丸
投
げ
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
も
っ
と
職
員
だ
け

で
策
定
す
る
計
画
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
。

【
部
長
（
答
弁
）】

■
各
課
に
お
い
て
各
種
計
画
を
策
定
す
る

際
に
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
委
託

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
計
画
に
お
い
て
委
託
内
容
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
専
門
的
知
見
や
分
析
も
必
要
で

あ
っ
た
り
、
職
員
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

部
分
を
、
委
託
業
者
と
協
力
し
な
が
ら
計

画
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
職

員
の
能
力
を
高
め
る
機
会
に
も
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
工
林
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、改
訂
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
「
勝

尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
保
存
整
備
委
員
会
」
で

指
導
・
助
言
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

樹木伐採により整備された月山富田城跡

改
訂
は
葛
籠
城
跡
地
区
の
整
備
を
行
う
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整

備
は
改
訂
の
対
象
に
入
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
葛

籠
城
跡
地
区
の
整
備
に
目
途
が
つ
い
た
段

階
で
策
定
を
予
定
し
て
い
る
「
保
存
活
用

計
画
」
で
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

葛籠城跡地区の主郭部

市
民
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
史
跡
に

※
こ
れ
ま
で
行
っ
た

一
般
質
問
は
こ
ち
ら
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
令
和
７
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日

に
開
会
予
定
で
、
一
般
質
問
は
６
月
12
日

か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
議

会
傍
聴
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。


